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いが明確でない理由として、金型の設計製作に用いられる CAD ／ CAM や工作機械は単
なるツールであり、しかも業界共通なものであるためその性能の範囲もしくは仕様に大き
な差が存在しない点を挙げている。それに関連して、現在のプレス成形技術では一般的な
ものになっているカムを利用した寄せ穴抜きなどの複合プレス成形はホンダが開発したも
のであり、テーラードブランク技術などホンダが独創性によって先鞭をつけたプレス成形
技術のいくつかは、のちに生産技術を重視するトヨタによって採用されている。そうした
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生産技術の進化は、将来的に商品開発やコストなどに大きな影響を与えるので重要である
としている。
　Ⅵ章では、生産技術部門とプレス金型メーカー間における金型設計製作上の技術規格に
ついて検証をおこない、トヨタとホンダの生産技術規格の内容はほぼ同じものであるが、
規格に関するプレス金型メーカーへの拘束力などについては両企業間の違いを見ることが
でき、ホンダに比べトヨタの場合には協力企業に対して生産技術上の影響力や拘束力が強
いことを明らかにしている。このような背景には、生産技術規格の位置づけがトヨタの場
合にはトヨタ生産方式を前提としているのに対して、ホンダではそうした前提条件が存在
しないという違いがあるとし、そうした生産技術の違いは将来的には生産技術開発の進展
や継続的進化の障壁になるばかりでなく、商品開発やコストなどに少なからず影響を及ぼ
すとしている。
　Ⅶ章では、トヨタとホンダの生産技術について知識創造プロセスを分析し、両企業とも
生産技術により暗黙知と形式知が有機的に結び付けられ、協力企業である金型メーカーに
ついても両企業の知識創造プロセスに組み込み内製化しているとしている。また、知識創
造の組織構造の違いについては、トヨタは水平組織系知識創造持続型であるのに対して、
ホンダは独立組織系知的創造連結型であることを明らかにし、両企業の生産技術の領域に
は各々の特徴があり、その特徴が両企業の生産技術の知識創造の違いになっていると述べ
ている。
審査委員会の所見
　以上のように、本論文では自動車メーカーの生産技術部門について、歴史的な視点から
その役割と技術内容、それらを支えてきた組織形態、技術規格、知識創造プロセスの実証
的な検討を行い、その存在意義と特徴を論じている。また、本論文は自動車産業における
生産技術の重要性を明確化すると同時に、自動車メーカーの経営と技術要因との関わり合
いを明快に説明しており、極めて有益な論文と評価できる。さらに、仕事を通じて得た体
験を論文に生かすことで、技術経営の論文として内容の深化を達成している点も評価した
い。
　よって、その内容は博士（経営学）の学位論文に値するものと判定する。
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